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ごあいさつ

有川	節夫 九州大学総長

　九州大学は、2011 年に創立百周年を迎えます。この百年に培った人材と教育研究の基盤の

上に、次の百年に向けて「知の新世紀を拓く」の理念の下に、「新しい知の創造拠点の構築」、

「知のアジアグローバリズムの先導」、「人類の未来を切り拓くリーダーの育成」をコンセプト

として様々なプロジェクトを進めています。

　そうした活動の１つとして、平成 17 年度文部科学省科学技術振興調整費による新興分野人

材養成事業として採択されました「先導的デジタルコンテンツ創成支援ユニット」では、論

理的な思考能力および、高度な芸術的表現能力を備えたコンテンツ創作者や研究者やコンテ

ンツ産業界を担うリーダー人材の育成を目指して、体系的な教育を行ってまいりました。

　本プログラムは今年度が最終年度ではありますが、九州大学としましては、全学をあげて

産学協働のインターンシップ・インテリジェンス教育に、継続的に取り組んでまいりたいと

考えております。

　関係の皆様のこれまでのご協力に篤くお礼を申し上げますとともに、今後とも、知の新世

紀を拓く本学の取組みについて、更なるご支援を賜りますよう、心からお願いいたします。
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九州大学大学院	芸術工学研究院教授
九州大学	先導的デジタルコンテンツ創成支援ユニット代表

コンテンツ創成の体系化の取組み

源田	悦夫

2-2 コンテンツとものづくりの融合へ

＜コンテンツ・クリエーティブデザインコースの設置＞
　ADCDUの人材育成事業を継承する全学的な研究教育組織として、従来のデザイン領域を越えた広範な教員の
再編による大学院レベルでの高度なコンテンツクリエータ育成組織として九州大学芸術工学府において平成 20 年
度に「コンテンツ•クリエーティブデザインコース」の設立を行なった。ここではわが国唯一の組織的なコンテンツ
教育組織として、修士課程 27名 /年、博士課程 6人 /年を輩出する。また平成 21年度にはこれらの教育を支え
る研究組織として、九州大学感性融合デザインセンターを設置しコンテンツ創成およびユーザーサイエンス研究を
基盤に新領域におけるデザイン研究を実践していくためにセンターの組織の改編をおこなった。これらの教育の組
織化の背景としてグローバル社会の展開とメディアの日常化の中での「情報」や「もの」がもつ意味性や記号性、ユー
ザーや流通の形態の変質があげられる。バーチャル世界（仮想環境）における「デジタルデータの創成とその再編」
を中心としたコンテンツ分野とリアル世界（実環境）における具体的なものづくりにかかわるデザインの分野ととも
にこれらが融合した、新たなデザイン分野への対応が求められている。

3 コンテンツ教育における社会との連携

　コンテンツ創成教育においては、インターンシップの実施やコンペティションや学会への参加は、社会理解や自
己のレベル評価のうえで重要な役割を果たす。しかしその実施には、学習の度合いや専門性を考慮すべきであり、
修士や博士のレベルにおいては、学部レベルの体験
入隊的な社会の組織を知る程度の物と、研究の過程
における実践的なインターンシップは明らかに異なる
し、担当者と研究室との摩擦を生じる。大学院レベ
ルにおいては、学生の入学時から修了までの全期間
にわたる教育の計画として「プロジェクトメニュー」を
設定しその中にインターンシップや産学連携研究が組
み込まれる配慮が必要である。これには、専門教育
担当教員および学内インターンシップ担当者、企業
が学生の教育 • 研究内容の設定を円滑に行い、個々
の研究プロジェクトメニューを基に、研究実施し、評
価、修正を行ないながら研究室や機関のレベルの向
上をふくめた実施計画が重要である。

図2インターンシップの問題点
4 おわりに

　政府の知的財産戦略会議が 2008 年 8月に発表した「知的財産推進計画 2008」において、文部科学省はコンテ
ンツの創作を支える技術開発を促進する方策として「科学技術とコンテンツ創造の融合」を促すとしてデザインや
コンテンツ等に係る工学分野と芸術分野との融合領域における知的創造活動を促進するため、クリエータと科学
技術者が知識やアイデアを交換できる場を構築するとともに、分野間での連携の下でメディア芸術に関する基盤的
な研究開発及び人材育成を支援するとしており、我が国の「ものづくり大国」、「コンテンツ大国」を担う重要な視
点となる。九州大学大学院芸術工学府における人材の育成を通して、新たなデジタル造形論の確立を目指すことと
もに、我が国のコンテンツ戦略に資するために産学の連携のもとに、論理性と芸術性、社会性を備えた融合型の
更なる人材育成のプログラム（カリキュラム）の展開をすすめ、コンテンツクリエータの教育の方法論の確立を目指す。

1 コンテンツ創成の体系化 

　コンテンツ創成の体系的な研究や実践はいまだ体系的に展開しているとは言えず、高度なクリエータや研究者・
教育者の組織的養成に至っていない。わが国はコンテンツ大国として、アジアの文化や感性に根ざした欧米にない
表現技術とそれを基盤とした独自のコンテンツ創成教育の確立を実現することが必要である。コンテンツを広範な
学問分野での関連要素の複合的な創成過程として捉える必要があり、シーズ分析、コンテンツ制作、グローバル
ネットワークをささえるメディア基盤技術、コンテンツの評価、コンテンツ循環等が含まれる。シーズ分析は、コン
テンツの対象を見いだすことであり、ユーザーのニーズの検討やユーザーの属性（知的レベル、文化的背景等）を
踏まえた分析が必要である。コンテンツ制作においては、広域なコンテンツ制作を可能とするために、メディアテ
クノロジの十分な理解や情報のスムーズな推移を可能とするインターフェースの設計能力、情報デザイン能力等が
問われる。また、ユーザー理解のためのコンテンツの展開手法も重要であり、近年ではシリアスゲーム (Serious	
Game)とよばれるゲーム的な展開手法による社会的な問題への取り組みやエンターテイメント性を取りいれた教育
手法（Edutainment）が提案されており感性学や教育学とデザインとの連携が求められている。メディア基盤技術
は、コンテンツ創成の基盤となるメディアテクノロジ（通信技術、情報の圧縮伸展技術、視覚化表示技術等）の実
践的な応用力とともに、プログラミング能力、シミュレーション能力等の数理的な知識が具体的なコンテンツ創成
において必要であり美的感性とのバランスの中で求められる。コンテンツ評価は制作されたコンテンツがユーザー
理解に対して、意味伝達や通信効率の上から効果的な表現やユーザーインターフェースの設計がなされているか、
コンテンツがユーザーにとって生理的、感覚的、社会的に安全で安心なものになっているか等の感性的・社会的な
側面からの評価が必要である。コンテンツ循環ではコンテンツの制作者側からみた知的財産としての権利保護の
問題とともに、コンテンツの商品としての情報流通等への理解が求められる。またインターンシップや産学連携研
究は社会的ニーズや評価に重要な要素となる。
　教育においてはコンテンツ創成におけるこれらの要素をふまえた体系的で実践的なカリキュラムが求められる。

2 コンテンツデザイン教育＜九州大学の取り組み＞

　コンテンツ創成の体系化を、コンテンツ戦略に基づいた振興分野の人材育成事業のなかで、教育実践を通して
取り組んだ。ここでは、デジタルメディアを前提としたデザイン教育や企業との連係事業、学生の世界レベルへの
挑戦等、いくつかの実験的な試みがなされ、さらに学内の教育組織改編へと進んだ。

2-1 高次のコンテンツクリエータの育成の実践

＜先導的デジタルコンテンツ創成支援ユニットADCDU＞　
　平成17年度に文部科学省科学振興調整費新興分野人材養成事業として大学院博士 • 修士課程として「九州大学
先導的デジタルコンテンツ創成支援ユニット」が採択され平成 21年度迄 5年間にわたり実施している。
　このユニットの目標は、メディアテクノロジの恩恵を十分に駆使することのできる知識や先端の装置群と論理的
な思考を背景にしたメディアアートやコンテンツデザインに関する創作者を、大学院修士 •博士課程のスペシャルプ
ログラムを通して育成していくことである。従来の美術系教育に多くみられるような、既存のソフトの使用を前提と
した教育を中心とするのではなく、数理的な知識や制作に伴うプログラミング能力等の、論理的思考能力とともに、
独創的で高度な芸術的な表現能力を同時に備えたコンテンツ創作者や研究者の育成を行うことやクリエータの視
点からコンテンツの社会的な評価や情報の流通を考えていくところに特長がある。
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九州大学大学院	芸術工学研究院	特任教授
シンポジウム主宰「知財化促進・インターンシップ」担当

ごあいさつ

砂田	向壱

のねらいは、学生が社会動向（科学・技術、およびファッション、ＴＶ、音楽）や、産業現場で

感動した先端的動向を大学に持ち帰って、その情報や成果を大学が吸収し、授業等のイノベーショ

ンに活かす、インテリジェンス効果を最大の目的だとしている。

　当然のことながら大学には、建学の理念とは別に、時代、時代に即したミッションがある。端

的に云うと、「われわれはこのような学生を育成します」という、うたい文句をミッション・ステイ

ツメントに、具体的なカリキュラムを設け目標達成の姿をイメージさせるアピールをする。これは

大学が社会機能として果さなければならないサービスである。米国では、そのために大学の先生

も変わらなければならない。そこに緊張感が生まれ、当然の結果として、インターンシップ受講

を義務付けられた学生の自己改革に寄与している。こうした一連のサイクルが、米国の大学が国

際競争力において常に世界のトップテンを占める現れであろう。

　世界中から優秀な学生を獲得し、	その学生を活かす教育こそが大学の国際競争力を生む。十

年一日、何も変わらない昔の教育を習慣とする大学の先生を産業界は求めていない。学生がイ

ンターンシップ研修に行ったことも、行って帰って自己変革した学生の姿にも、関心すら示さな

い教員。

　日本の大学の学生が、志の高さにおいても米国の大学生に劣るのは、日本特有のガラパゴス

現象の表れといっても過言ではない。だからと言って、米大学に競争力が及ばないといわれるこ

とに、いつまでも甘んじていいはずがない。

　大学の顧客は学生だ。しかし、顧客である学生に、自分は顧客という意識がない。『こんな勉

強がしたい』とか、『こんなカリキュラムが欲しい』とか、『こんな先生が必要だ』とか、自ら主体的、

能動的な主張が一切学生からなされない。当然の結果として、学生に産学連携の機会はない。

　インターンシップによって、産学連携の現場を味わう機会の創出は、大学改革の一歩である。

しかしインターンであげた折角の成果を、学生は自己改革（自分だけ）の殻で閉じ、その効果を

さらに発展波及させるための行動を起こさない。何故なら、大学内に学生達を媒体として、その

成果を吸収し、継続して次代に活かす社会人キャリア力研究センター（仮称）が、全学的インフ

ラに整備されていない。

　インターンシップは、三位一体改革（大学ｘ産業界ｘ学生）の利益を共有できる手段として機

能的に働かなければ意味がない。もちろん世界に通用する志の高い、優秀な学生を教育すること

が大学の最大のミッションである。だからこそ、この視点を教員も学生も忘れては、インターンシッ

プ・インテリジェンス教育の行動規範が生まれない。

　昨年10月9日、イギリスの『タイムズ』（別冊高等教育版）は、この年の「世界トップ 200 大学」

を発表した。大学の研究者の論文引用数や研究力を中心に評価、教育力や企業からの評価、さ

らには留学生比率などによる総合ランキングである。

　1位は米ハーバード、2位は米エール、3位は英ケンブリッジで、20 位までに米国が13大学、

英国が 4大学入っている。日本からは「知の頂点を目指す」という東京大学の19 位が最高位で、

文部科学省が目指すトップテン大学はどこにも見当たらない。

１.コンテンツ大国を目指す我が国

　新たな輸出資源の牽引となる日本製のマンガやアニメ等のジャパンブランド強化策として、我

が国は「コンテンツ大国」を目指し、20 兆円規模に拡大する目標を掲げている。デジタルデー

タで表現された文章、音楽、画像、映像、データベース、またはそれらを組み合わせた情報の

集合と、それらを再生するためのソフトウェアを総合してデジタルコンテンツと云い、従来のコン

テンツと違い、デジタルデータなので複製しても劣化しないため、文化財のアーカイブや、コン

ピュータの特性を利用したインタラクティブ ( 双方向 ) 性は、電子カルテなど医療画像分野でも

広範に利用されている。　　

　日本のように光ファイバー網が全国津々浦々まで普及している国は、世界のどこにも存在しな

い。2000 年代前半にDSL方式によるブロードバンドインターネットが家庭へ普及し始め、世帯

浸透率においては 2007年には84%を示し、2008 年には日本国民の約 5分の4がブロードバンド

環境で生活している。近年携帯電話の技術革新は著しく、大容量画像データ等デジタルコンテ

ンツの流通が活況にある。こうした知的財産の利用促進に欠かせないのは、海外を意識した高度

な交渉力を備えたリーダー人材なのだ。

２.	激しさ増すグローバル競争

　昨年春に、日本経団連 / 産業技術委員会・産学官連携推進部会がまとめた『大学・大学院改

革に向けた取り組み等に関する報告書』に、「イノベーション創出を主導できる高度理工系博士

人材が必要」であり、こうした問題意識の下で、産学官が連携して環境の充実に取り組まなけれ

ばならないとある。他方、グローバル化した経済環境下は、こうした人材が日本人でなければな

らないとする狭義な考え方では、国際競争に勝てないという意見も胎動し始めた。突き詰めれば、

いずれ海外から日本に学びに来る留学生と、日本人学生が互角の就活競争が激化することが予

測されている。

３．大学がインターンシップを授業化する狙い

　大学のインターンシップ教育に100 年の歴史がある米国では、学生を企業で研修させる本来
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基調講演

株式会社西日本新聞社	代表取締役社長

ごあいさつ

川崎	隆生

　本日は、九州大学先導的デジタルコンテンツ創成支援ユニットによる ｢インターンシップ・

インテリジェンス教育推進シンポジウム｣ の開催、おめでとうございます。地元の新聞社と

して、また、インターンシップの受け入れ企業の１つとして、このシンポジウムが実り多い

ものになることを期待しています。

　さて、近年、多くの学生のみなさんが企業インターンシップに参加するようになりました。

数週間から数カ月間の「就労体験」によって、学生のみなさんは産業界の現場を知ることが

でき、進路選択にも役立ててくれています。企業にとっては、学生のみなさんの斬新なアイ

デアを吸収し、若者のニーズや意識を知る貴重な機会になっています。

　西日本新聞社は昨年、公募した大学生 20 名のインターンシップに加え、九州大学先導的

デジタルコンテンツ創成支援ユニットから大学院生３名をインターンシップの研修生として

受け入れました。大学院生のみなさんには、新聞記者が働く編集局や印刷工場などを見学し

てもらうとともに、ライブ演奏の動画取材やプロモーションビデオの制作にも協力してもら

いました。社員からは「学生ならではの柔軟な感性が光っていた」という声が聞かれるなど、

職場にとっても、いい刺激になりました。

　インターネットの急速な普及によって、新聞業界はかつてない荒波の渦中にあります。100

年以上にわたって続けてきた「紙の媒体」にとらわれず、いかにしてインターネットや携帯

電話などの多メディアを生かし、社会のニーズにこたえていくかが問われています。そうし

た意味でも、九州大学先導的デジタルコンテンツ創成支援ユニットとの協力関係を維持、発

展させ、貴重なご意見をいただきたいと考えています。

　インターンシップに参加していただいた学生のみなさんや教職員のみなさんはもちろん、

このプロジェクトを支援、連携している文部科学省や企業、団体のみなさんの今後のご活躍

と発展を祈念して、ごあいさつとさせていただきます。
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社団法人日本経済団体連合会	経済基盤本部長阿部	泰久

阿部泰久 (あべ	やすひさ )　1955 年 6月 29日生まれ。1980 年、東京大学法学部卒業 (法学部２類＝公法コース )。同年、
社団法人経済団体連合会事務局入局、産業政策、経済法制、税制等を担当。2004 年～2006 年、コンテンツ産業を担当、
映像産業振興機構設立等に携わる。

メディアとコンテンツの将来	国際競争力と人材育成について
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株式会社シンク	代表取締役社長森	祐治

森祐治 (もり	ゆうじ )　NTT、Microsoft	Corp.、McKinsey	&	Company にて、ネット、通信、メディア、家電、コンテンツな
どの産業領域での事業企画・戦略立案・実施に従事。現在は、コンテンツ・キャピタル・デザイン・カンパニーを標榜する
THINKの代表としてメディア関連のコンサルティング、事業プロデュース、投資を行う。政府系委員会や国内外のシンクタンク・
メンバー、デジタルコンテンツ協会の「デジタルコンテンツ白書」編集委員などとしても活躍。国際基督教大学 (ICU)･同大学院、
早稲田大学大学院、Golden	Gate	Univ.(MBA)、New	York	Univ.(Ph.D.) に学んだ経験を活かし、九州大学 ( 芸術工学府 )や国
際大学 (グローコム )、早稲田大学 (アジア太平洋研究科 )や慶應義塾大学 (メディアデザイン研究科 )の大学院、及び東京コ
ンテンツ・プロデューサーズラボなどで教鞭を執る。自身が設計した LLP( 有限責任事業組合 )を採用したアニメ作家支援「動
画革命東京」事業は国内外で高い評価を受け、ハイサービス企業 300 選にも選択された。また、現在海外アニメ企業などと
の連携を積極的に進めている。

デジタル・コンテンツの未来～産学連携実践教育から得る相互の成果と課題
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株式会社毎日新聞社	科学環境部元村	有希子

元村有希子 (もとむら	ゆきこ)　1989 年、九州大学教育学部心理学専攻卒業、毎日新聞入社。西部本社報道部などを経て
2001年から現職。日本の科学技術を検証する連載「理系白書」で 06年、第一回科学ジャーナリスト大賞受賞。07年から１年間、
英国に留学。著書に「理系思考」(毎日新聞社）、「理系白書」( 講談社文庫、共著 )など。

21世紀にガリレオは生まれるか
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社団法人日本放送協会	報道局社会番組部チーフプロデューサー田中	剛志

田中剛志(たなか	ごうし)　昭和35年7月13日生まれ。1986年、早稲田大学商学部卒業。同年、社団法人日本放送協会(NHK)
入局。2006年よりNHK福岡放送局勤務、チーフプロデューサーを務める。2009年よりNHK報道局社会番組部チーフプロデュー
サー。

志ある学生を

　このたび、このような会にお招きいただき大変ありがとうございます。
　私、ＮＨＫの夜９時のニュース番組、ニュースウォッチ９というニュース報道番組のプロデューサーをしている田
中剛志といいます。
　砂田先生とのご縁でこの場に参加させていただきました。
　当初、この会のお話を伺ったとき、私のような一介のテレビのプロデューサーが、いったい何を話せばいいのか、
悩んだのですが、九州大学のある一人の大学院生との出会いと、彼をはじめとして今の２０代と向き合う中で感
じたことをお話しさせていただこうと思います。

●砂田先生との出会い

　実は、私この５月まで福岡放送局に勤務しておりまして、報道番組というグループのプロデューサーをしており
ました。毎週金曜日の夜７時半から放送している「九州沖縄インサイド」や、「九州沖縄スペシャル」、といった九
州管内向けの報道系の番組や、「クローズアップ現代」や「ＮＨＫスペシャル」などを制作していました。
　砂田先生との出会いは、そんな番組がきっかけでした。
　２年前の１２月１４日、長崎県佐世保市で銃乱射事件が起きました。３７歳の男が、スポーツクラブで散弾銃を
乱射して２人が亡くなった事件です。その年の４月に、長崎市長が銃で撃たれて死亡する事件が起き、１１月には
佐賀県の武雄で入院患者が暴力団員に間違われて射殺される事件が起きていただけに、また、銃犯罪が起きた
ことに、強い憤りを感じていました。
　そこで、なぜ銃犯罪が繰り返されるのか、どうしたらなくすことができるのか、番組を作ることにしました。そ
のときのゲストが、砂田先生でした。
　その後、２ヶ月後には銃犯罪をなくすために活動する砂田先生を主人公にしたドキュメンタリーも制作させて
いただきました。以来、何かありますと、電話がかかってきて、天神で飲むおつきあいを続けさせていただくよ
うになりました。

●インターンシップへのアプローチ

　さて、その砂田先生から去年の５月の末、ＮＨＫでインターンシップの学生を受け入れてほしい、という提案を
いただきました。そこで人事などに問い合わせをしたのですが、わかったのは、ＮＨＫではインターンシップの学
生を受け入れていない、ということでした。
　さあ困ってしまいました。散々おいしい酒をいただいていただけに、これでは飲み逃げになってしまうなーと。
様々な現場を見ながら、仕事の内容も知ってもらうには、どうするか。
　思いついたのが、字興しのアルバイトをしてもらうことでした。
　字興しというのは、ロケをしてきたテープの中で、インタビュー部分を文字通り、一字一句文章にすることです。
取材をしているので、どの辺でどんなことを聞き、どんな答えが返ってきたのか基本的にはわかっているのです
が、編集作業の中で、いちいちテープから聴き直していると時間がとられてしまうので、字興しした文章からイン
タビュー部分を探っていくことになります。こうした字興し作業は、時間があるときは取材してきたディレクター
が自分で行うのですが、放送までに時間がない場合、手分けしてやってもらいます。これを仕事としている方も
いらっしゃるんですね。

　こうした業務であれば、働きながら、現場を見ることができるなと思いました。
　実は、インターンシップの期間が９月ぐらいまでの間でできれば、というお話でしたので、１，２回番組に関われれ
ばいいかなーと当初は思っていました。
　まず、関わってもらったのが、去年７月に放送した福岡ユニオンを描いた番組でした。仕事の仕方が、まじめで丁
寧だという評価でした。もう１回ぐらいやれば、砂田先生にもきちんと義理が立つかなーと思っていたところ、ちょう
どいい具合に、大分の教員汚職事件がはじけました。事件が進行中のため、ロケと編集を同時並行で行うので、字
興し作業は必ず誰かにおねがいしなければならないし、制作過程の現場を見るにはぴったりだ、と思ったのですが、
本人の都合がつかずに友達が来ることになってしまいました。
　さて、困ったなと思っていたところに起きたのが、事故米の事件でした。同じ時期に、ペシャワール会の伊藤さん
が亡くなる事件も起きました。早速来てもらい、大車輪の活躍でした。そのころになると、彼はいろいろと発言する
ようになってきたんですね。番組で紹介したインタビューの内容より、編集で落とした方がいいのではないか、なぜそ
うしなかったのか、といった質問を担当ディレクターにぶつけるようになったんです。そうなるとディレクターも必死で
した。編集室できちんと理論武装しないと、やりこめられてしまうので。職場の中に、いい効果が生まれたなーと思っ
ていました。こうなってきますと、ディレクター達が手放さないんですね。去年の９月頃まで、といっていた期間をと
うに過ぎて、いまでもやっているそうです。先日、暴力団を扱った番組を全国放送いたしましたが、こうした番組や、
ひめゆり部隊の証言テープを興したりと、様々な番組に関わりながら、どん欲に吸収していることが伺えます。
　こうして、インタビューを字興しすることを通して、テレビの仕組みや、世の中との切り結び方を学んでもらったと思っ
ています。

●見えてきた課題～受験教育の弊害～

　ただし、彼と向き合う中で、気になることも出てきたんですね。
　それは、近現代史をあまり知らない、ということでした。
　これは、我が社に入ってくる若者達にも見られる傾向なんですが、江戸時代や明治期頃までは知識はあるのですが、
太平洋戦争前後以降の日本や世界の歴史について、少々知識不足なんです。これは、受験教育・高等教育の弊害が出
ているのではないかと思うんですね。
　ネアンデルタール人がいつごろいたのか、ということも大事であるとは思うのですが、今の世の中を生きていく上で
は優先順位は高くはないと思います。それよりも、国会で審議されている法案がなぜできたのか、とか、こんな事件
がなぜ起きるのか、といったことを考える上で、直近の歴史は大事だと思うんです。今の経済危機がなぜ起きたのか、
それを読み解く鍵はどこにあるのか、といったことを考えるには、日本だけでなく世界の歴史も必要です。ペシャワー
ル会の伊藤さんが亡くなった背景にあることを考えるには、アフガニスタンの歴史だけでなく国際関係の歴史も知ら
なければなりません。そうしないと番組は作れません。
　また、私たちの仕事は、歴史観をしっかり持っていないと、目の前で起きていることを見過ごしてしまうこともおき
るんですね。
　見過ごさなかった例をひとつご紹介させていただきます。
　去年、ＮＨＫスペシャル「解かれた封印」という番組を制作しました。
　長崎の原爆投下後に長崎の写真を密かに撮った米軍カメラマンが、悲惨な光景に帰国後写真を封印してしまうんで
すが、４５年後に、しまってあったトランクから取り出して反核運動を展開したんですね。亡くなった弟を背負って焼
き場にたつ少年を写した写真は、教科書にも載っています。そのカメラマンが、一昨年亡くなったんですが、たまた
まディレクターがそのニュースを見て、彼の死の意味と核拡散が止まらない現代社会の意味とを合わせて考えられない
か、と番組を制作したんですね。うれしいことに、放送文化基金賞の大賞だけでなく、シカゴ国際映画祭のテレビ番
組部門のヒューゴ賞の金賞をいただきました。こうしたことなども、その学生とも話し、マスコミに来たければ、歴史
の勉強は必ず必要だと話してきました。
　幸いなことに、彼はこの春ＮＨＫに内定しました。
　マスコミに入りたいという漠然とした夢から、テレビ局でドキュメンタリーを作りたいという確信に変わっていき、そ
のスタートラインに着くことができたのは、彼の努力と共に、砂田先生が作った波紋が広がっていったからではない
かと思います。
　志のある戦友を一人増やしていただいた砂田先生に感謝すると共に、かれ、三宅佑治君の今後の活躍を期待して
話を終えます。
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独立行政法人科学技術振興機構 理数学習支援部長内丸 幸喜

内丸幸喜 ( うちまる こうき )　昭和 62 年、京都大学工学部卒。同年、科学技術庁 ( 当時 ) 入庁。企画調整、科学技術国際協
力、ソフト系科学技術、国際宇宙ステーション協力、大学・研究機関の成果活用・研究交流、ゲノム科学等のライフサイエン
ス等を担当。この間、通商産業省通商政策局 ( 中国、韓国等東アジア通商貿易 )、郵政省近畿電気通信監理局 ( 地域情報化、
震災復興等 ) も担当。平成 13 年 1 月に文部科学省 ( 科学技術庁＋文部省 ) 再編。企画調整、クローン人間規制法、評価推進
室長として研究評価・法人評価、計画官付企画官として顕在化した新たなニーズに対応する科学技術政策の企画 ( ＝安全・安
心科学技術、文化芸術に資する科学技術 )、計画官として第 3 期科学技術基本計画の策定等を担当。この間、理化学研究所
横浜研究所調査役 ( 構造ゲノム、SNP ｓ解析 )、内閣府企画官 ( 第 3 期科学技術基本計画の検討とりまとめ )、東北大学未来
科学技術共同研究センター教授も担当。平成 20 年 7 月より独立行政法人科学技術振興機構 理数学習支援部長。

科学技術政策の現状とこれから
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特定非営利活動法人日本インターンシップ推進協会	会長横山	修一

社会人キャリア力の養成とインターンシップ教育に求められる課題

横山修一 (よこやま	しゅういち)　1944 年 7月10日生まれ。1970年、工学院大学大学院工学研究科電気工学専攻修了。同年、
工学院大学助手。1993年より現在まで、工学院大学教授。2003年 4月より2009年3月まで、工学院大学学長補佐を兼任する。
1998 年より2001年まで、中小企業総合事業団広域連携プロモータ。2001年度、文部科学省委託事業	インターンシップの在
り方に関する調査	委員長。2003 年度、経済産業省インターンシップ支援事業評価委員。2004 年、TAMA－TLO( 株 ) 取締役。
2005 年、(社 )首都圏産業活性化協会理事。2006 年度、経済産業省	委託事業	インターンシップを活用した社会人基礎力の
実践的活用に関する調査	委員長。2008 年、社会人キャリア力育成検定委員会委員長等に携わる。
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株式会社電通九州	取締役齋藤	潤

齋藤潤 (さいとう	じゅん )　1950 年生まれ (58 歳 )。東京都出身。1974 年、東京外国語大学卒。同年、(株 )電通入社 ( 東京
本社 CR 部門 )、ACC 賞、電通賞、消費者のためになった広告賞、他受賞。プロデュース部長、人材開発部長、局次長。2008 年、
(株 )電通九州、MP・CR 局長を経て現職。九経連「産業振興委員会企画部会委員」、福岡コンテンツ産業拠点推進会議「企
画運営委員長」、日本マーケッティング協会九州支部「業務推進委員」を務める。

デジタルコンテンツと市場価値
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株式会社西日本新聞社	総務局人事部長長井	政典

長井政典 (ながい	まさのり)　1954 年福岡市生まれ。九州大学文学部卒業後、1979 年西日本新聞社入社。新聞記者として
熊本総局を振り出しに、久留米総局、東京支社報道部、地域報道部などで勤務。東京勤務時には細川、羽田、村山、橋本
政権を担当。1998 年人事部に配属。採用担当などの業務を経て、2007年人事部長に就任、現在に至る。

デジタルコンテンツの未来～産学連携実践教育から得る相互の成果と課題
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国立情報学研究所 学術ネットワーク研究開発センター准教授山地 一禎

山地一禎 ( やまじ かずつな )　1992 年、国立詫間電波工業高等専門学校卒業。1994 年、豊橋技術科学大学工学部卒業。
1996 年、豊橋技術科学大学大学院工学研究科修士課程修了。2000 年、豊橋技術科学大学大学院工学研究科博士後期課程 
修了 ( 電子・情報工学博士 )。同年、日本学術振興会特別研究員 ( 和歌山県立医科大学眼科 )。2002 年、理化学研究所脳科
学総合研究センター研究員。2007 年、国立情報学研究所学術ネットワーク研究開発センター准教授。

オープンサイエンスによる学術メディアとコンテンツの多様化
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SK	HOLDINGSプロジェクトリーダー安	英珍

安英珍( ｱﾝ	ｲｮﾝ	ｼ ﾝ゙ )　1987 年 Taejon	Science	High	Scool 卒業。1991年韓国科学技術院(KAIST)Industrial	Design 専攻。1994
年九州芸術工科大学大学院生活環境専攻修了。2000 年 Daewoo	Electronics	Design	Center	Researcher。2004 年 AsiansNet	
Korea	Co.,Ltd./Mmacc	Co.,Ltd./YumaMax	Co.,Ltd. の創業・運営を経てMobile/Digital	Contents	Biz	CEO。2006 年 SK	Telecom	
Contents	Biz 担当、投資者 SidusHQ 担当。2007 年九州大学大学院人間環境学博士課程中退。2008 年 SK	Telecom	China	
Holdings	Entertainment	&	Media	Biz 担当・北京駐在員を経て、現在 SK	Holdings	Ubiquitous-City	Biz 担当プロジェクトリーダー。

Product	of	ADCDU	-	Customer’s	Questionnaire	-
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日本SGI株式会社	人事部	エキスパート原	洋子

原洋子 (はら	ようこ)　青山学院女子短期大学卒。キリンビール株式会社本社受付、広報部門での勤務を経て、役者として演
劇 / 朗読活動。2001年より外資系 IT企業人材開発部門にて新卒社員や新卒育成担当者研修の企画 / 運営等に従事。2004
年 7月より現職。新卒採用、人材開発、組織活性化施策等を担当。キャリア・デベロップメント・アドバイザー。MBTI（Myers-
Briggs	Type	Indicator）認定ユーザー。	

デジタルコンテンツの未来～産学連携実践教育から得た成果と課題
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学生発表
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　私にとってこのカリキュラムは出会いです。

　砂田向壱先生との出会い。

　専攻もバラバラな仲間との出会い。

　個性豊かな先輩方との出会い。

　インターンシップ先での社会の一線で活躍する方々との出会い。

　教科書からは学べない人間の在り方を学んだ一年間でした。

　インターンシップでの最大の発見は、その全ての方が自分なりの仕事の流儀を持っていた

ことです。更にそれらの方々はどの学生達よりも自由な思考と仕事に対する情熱を持ち合わ

せており、業務の時間を使って私たちを教育してくれました。そんな方々と接して自分自身

のスタイルを自問自答し続けた一年間でもありました。

　「世界は人間が動かしている」という当たり前の事を本当に理解している学生がどれだけい

るでしょうか？少なくとも 1年前の私は分かっていませんでした。インターンシップ研修は

もちろん論文投稿やコンテンツエキスポへの参加などを通して、このカリキュラムはそんな

私の目を覚まさせてくれました。

　今回のシンポジウムで、私が経験した事を発表できる事に心から感謝致します。そして、

このような取り組みが今後も後輩の為に継続される事を切に願います。

学生を目覚めさせるインターンシップ

九州大学大学院	芸術工学府	デザインストラテジー専攻
九州大学	先導的デジタルコンテンツ創成支援ユニット田尻	力也 九州大学大学院	芸術工学府	芸術工学専攻

九州大学	先導的デジタルコンテンツ創成支援ユニット

　私はインターンシップインテリジェンス教育で「志」を学びました。西日本新聞社では「常

に弱者の立場にいることが大事だ」と、国立情報学研究所では「社会を変えるのは “ 若者、

よそ者、バカ者 ”」だと教わりました。インターン枠とは別にお世話になったNHK では「こ

の仕事は社会の矛盾と闘う覚悟をしなきゃ駄目なんだ」という言葉を胸に刻んだのは記憶に

新しいことです。お世話になった方々には本当に頭が上がりませんが、せめて私が社会に還

元することで恩返しが出来ればと思います。

　日本のインターンシップは就職目的の意識が強いのが現状です。しかしながら私は本教育

で、就職活動に留まらず、今後の人生においての軸（哲学）を学ぶことができたと自負して

います。それは「リーダーとして日本を背負い、世の中に貢献したい」という意識です。こ

の思いは本教育を受ける前の自分にはまるで無かったものでした。

　大学の運営に携わる方々に申し上げたいのは、大学教育は日々改善されていくべきだとい

うことです。本教育はイノベーションの一手段でしかありませんが、「人類の未来を切り拓く

リーダーの育成」を進めるのであれば、是非とも導入していただきたいです。

　大学教育・改革としてのインターンシップという貴重なインテリジェンス教育の機会が今

後とも継続され、ここから将来の日本を担うリーダーが巣立っていくことを心から願ってい

ます。

学生も大学も変わる

三宅	佑治

インターンシップ研修先：

株式会社電通九州（2008 年 8月18日～同年9月12日）
日本ＳＧＩ株式会社（2008 年 9月16日～同月26日）

進 路：

家電メーカー企画開発職に内定

インターンシップ研修先：

株式会社西日本新聞社（2008 年 8月18日～同月29日）
国立情報学研究所（2008 年 9月1日～同月12日）

進 路：

テレビ全国ネット・ディレクター職に内定
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九州大学大学院	芸術工学府	芸術工学専攻
九州大学	先導的デジタルコンテンツ創成支援ユニット

　インターンシップは、学生に新しい環境で学ぶための姿勢を示してくれます。研修させて

いただいたのは、広告とコンテンツに携わる企業でした。常に変化の激しい業界であり、た

だ待つのではなく自主的に行動することを必要とされました。また、プロジェクトでは、チー

ムを動かすためにまず率先して意見を主張し、行動して結果を出すことで納得してもらうの

がリーダーシップであると学びました。新しい環境で行動すれば失敗はつきものです。しか

し、失敗は自身を成長させてくれる課題であると捉え、それを経験として積み重ねることで、

少しずつ改善し目標にたどり着けることをインターンシップによって体感できました。

　新しい環境に飛び込めば、たいてい慣れないこと、困難なこと、そして失敗の連続です。

しかし、インターンシップが、失敗は自分次第で成長につながることに気づかせてくれました。

現在、本学のインターンシップ教育を経て、昨秋からドイツのカールスルーエ造形大学にて

交換留学をしています。失敗を恐れず成長の課題とする姿勢は、留学という環境でも変わり

ません。

新しい環境を恐れない

森根	光春

　学部の頃から建築を学んでいた私は、自分が興味を持ったこの分野に、自分自身を閉じ込

めてしまっていた。周りを見ようとせず何かひとつのことを突きつめることしか考えていな

かった。それが一番の近道だと思っていた。そんな中なんとなくこのカリキュラムを履修した。

最初は回り道のように思えて仕方なかった。本カリキュラムにかなりの時間を割かれていた

ため、同じ研究室の友人がコンペや研究に励む中、なんでこんなことやってるんだろうと悩

むこともあった。しかし、徐々に気持ちが変わっていった。コンテンツ業界というこれまで

ほとんど関わりのなかった業界に触れ、色んな人と関わりを持ったことで、自分の視野が広

がっていくのを感じた。自分が知らないことを次々と吸収することは楽しかった。結果として、

建築業界そのものも客観的に見ることができるようになった。自分が本当にやりたいことも

明確になった。何より、この一年間で大きく成長できた自分がいる。

九州大学大学院	芸術工学府	デザインストラテジー専攻

コンテンツ業界に興味はなくても

柳	竜馬

インターンシップ研修先：

株式会社電通九州（2008 年 8月18日～同年9月12日）
株式会社シンク（2008 年 9月16日～同月26日）

進 捗 ：

カールスルーエ造形大学（ドイツ）に留学中

インターンシップ研修先：

株式会社西日本新聞社（2008 年 8月18日～同月29日）
株式会社電通九州（2008 年 9月16日～同月29日）

進 路：

不動産業界総合職に内定
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九州大学大学院	芸術工学府	芸術工学専攻
九州大学	先導的デジタルコンテンツ創成支援ユニット

　九州大学芸術工学部画像設計学科へと入学、卒業後同大学院芸術工学府へと進学。コミュ

ニケーションのアウトプットを学ぶ学部時代を過ごし、アウトプット以前のコミュニケーショ

ンの仕組み作りに関わりたいという想いを持ち始めていました。しかし、体系的な知識の学

習不足、それに伴う自己表現能力の低さからその想いを人に伝えることが出来ないまま本カ

リキュラムへの参加表明をしました。

　インターンシップでは、西日本新聞社、国立情報学研究所、シンクの３社に各２週間程伺

いました。インターンシップという形で社会の中に放り込まれることで、社会人の持つモチ

ベーションや視野の広さを体験的に学習しました。就職活動においても、目指す業界はイン

ターンシップ以前と変わりませんでしたが、話す言葉や書き言葉、一つ一つにインターンシッ

プの経験が役に立ったように感じました。

人のフリ見て、我がフリ直す

山崎	隆弘

インターンシップ研修先：

株式会社西日本新聞社（2008 年 8月18日～同月29日）
国立情報学研究所（2008 年 9月1日～同月12日）
株式会社シンク（2008 年 9月16日～同月26日）

進 路：

広告業界総合職に内定

インターンシップ・インテリジェンス教育推進シンポジウム
コンテンツ系教育の成果と社会人キャリア力養成の課題
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